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第84回 金融機関 内部管理コース 

0 
（関係部門へご回覧下さい） 

市場リスクの計量化と管理手法 
～市場リスク計測の基本から、最新のリスク管理に関する 
話題（OIS ｶｰﾌﾞ、CVA、FRTB、IRRBB）までを幅広く解説～ 

 

金融危機を契機に、BIS規制の見直しが行われ、将来的に、新たな規制要件の下で市場リス

ク計測を行うことが求められることになり、従来以上に、市場リスク管理に対する関心が高ま

っています。また、欧州の保険会社を対象としたソルベンシーII でも VaR（ﾊﾞﾘｭｰ･ｱｯﾄ･ﾘｽｸ）

の考え方が採用されています。 

本コースでは、市場リスクの基本的な考え方やVaRの算出方法の解説を行うとともに、担保

付デリバティブ等の評価に用いられるOISカーブ、CVA（信用評価調整）、バーゼル銀行監督委

員会から公表されているFRTB（トレーディング勘定の抜本的見直し）、IRRBB（バンキング勘定

における金利リスク）、LIBOR 廃止を含むベンチマーク改革等の最近のトピックについても解

説します。 

 
対象者：・金融機関のリスク統括部門、企画部門、融資・審査・資産査定部門、市場部門、事

務・システム部門、営業部門、監査部門等における管理者及びご担当者。 

           ・関連するシステム開発に携わる金融機関関連会社やベンダーの方。 

 

 

            期 日：２０１９年１月２１日（月）・２２日（火）２日間 

            会 場：ニッキンホール（東京・市ヶ谷） 

            企画・監修・講師：                   （敬称略） 

                有限責任監査法人トーマツ 金融インダストリーグループ 

                      ディレクター         久 永 健 生 

ディレクター         小 山 敦 史 

                      

 

主  催：CMC 

https://www.nikkin.co.jp/cmc.html 

※上記ＣＭＣサイトからWebでの申し込みも出来ます 

後 援：一般社団法人全国地方銀行協会 
一般社団法人第二地方銀行協会 
一般社団法人全国信用金庫協会 
一般社団法人全国信用組合中央協会 

http://www.artis.co.jp


☆開催趣旨 

市場リスク管理においてVaR（バリュー・アット・リスク）が一般的になってきています。そして、「トレーデ

ィング勘定の抜本的見直し（FRTB）」に関する最終規則文書（バーゼル銀行監督委員会）では、将来的に、新たな

規制要件の下で市場リスク計測を行うことが求められており、そこでは、基本的な考え方はVaRに似ているもの

のリスク量の表現方法が異なるES（期待ショートフォール）を用いることが求められています。また、VaRの考

え方は、市場リスクのみならず、信用リスクやオペレーショナルリスク等他のリスクの計量化にも応用されてい

ます。さらに、欧州の保険会社を対象としたソルベンシーIIでも、VaRの考え方が採用されています。 

このように、VaRは金融機関等のリスク管理において一般的になってきており、リスク管理担当者はもちろん、

内部監査部門等の方にとっても、VaR 等に関する知識は必要不可欠なものとなってきています。しかし、ややも

すると、VaR の計測結果（値）だけが着目され、その基本的な考え方、算出の前提、限界や弱点等に対する理解

が疎かになっていることもあるのではないでしょうか。本コースの目的は、市場リスク管理の基本的な考え方や

VaRの算出方法等について、その基本的な部分から理解を深めてもらうことにあります。 

さらに、昨今特に関心が高まっているいくつかの話題、具体的には、担保付デリバティブ等の評価に用いられ

るOISカーブ、デリバティブ等に対するカウンターパーティリスクに関連するCVA、FRTB（トレーディング勘定

の抜本的見直し）、IRRBB（バンキング勘定における金利リスク）、LIBOR廃止を含むベンチマーク改革等について

解説します。 

☆研修の対象 

金融機関のリスク統括部門、企画部門、融資・審査・資産査定部門、市場部門、事務・システム部門、営業

部門、監査部門等における管理者及びご担当者。 

 関連するシステム開発に携わる金融機関関連会社やメーカー・ベンダーの方。 

☆開催要綱 

日 時： ２０１９年１月２１日（月）、２２日（火） ２日間 

時 間： １日目 １０：３０～１７：００（１０：００受付開始） 

  ２日目  ９：３０～１６：００（ ９：００受付開始） 

企画・監修・講師： 有限責任監査法人 トーマツ 

              ディレクター    久永 健生 氏 

              ディレクター    小山 敦史 氏 

会 場： ニッキンホール（東京・市ヶ谷） 

受講料： ＣＭＣ会員価格   ６２，６４０円（本体価格 ５８，０００円） 
     後援協会会員価格  ６６，９６０円（本体価格 ６２，０００円） 
     一般価格      ７１，２８０円（本体価格 ６６，０００円） 
                           ＜２日間とも昼食はこちらで用意いたします＞ 
定 員： ３０名（最少開催人員１０名） 

<講師の紹介> 

久永 健生 氏（有限責任監査法人トーマツ ディレクター） 
東京大学（理学部）卒業、東京大学大学院（数理科学研究科）及びコロンビア大学大学院（Master of Arts）修了。

都市銀行にて、リスク管理業務、モデル研究開発業務、デリバティブ・ハウス派遣等の後、大手監査法人系コンサル
ティング会社を経て、07 年に有限責任監査法人トーマツ入社。銀行、保険、証券等の金融機関に対して、リスク管
理モデルや時価評価モデルの検証業務やリスク管理高度化支援業務を実施している。主な著書（共著）は『バーゼル
Ⅱ対応のすべて』（金融財政事情研究会、08年3月）。 
 

小山 敦史 氏（有限責任監査法人トーマツ ディレクター） 
東京工業大学（理学部）卒業、東京工業大学大学院（情報理工学研究科）修士課程修了。都市銀行にてデリバティ

ブ業務、証券化業務に従事し、03年に有限責任監査法人トーマツ入社。銀行、保険、証券等の金融機関に対して、金
融商品の監査業務、リスク管理モデルや時価評価モデルの検証業務、リスク管理高度化支援業務を実施している。 



市場リスクの計量化と管理手法 
カリキュラム 

（１日目）1月21日（月） 

10：30～17：00  ＜10：00受付開始＞ 

１．市場リスク管理の概要 

1.1 リスク管理の意義 
1.2 市場リスク管理の実務 

２．金融商品の評価 

2.1 金利の基礎概念 
     連続複利とは 
   ゼロレート 
     フォワードレート 他 

2.2 金利スワップの評価 
   金利スワップとは 
   固定サイドの評価 
   変動サイドの評価－FRN 法 
   変動サイドの評価－フォーキャスト法 
   スワップレート 他 

2.3 オプションの評価 
   ペイオフ関数 
   二項モデル 
   ブラックショールズモデル 他 

３．リスク指標の算出 

3.1 イールドカーブの構築 
   イールドカーブ 
   イールドカーブの構築方法 他 

3.2 センシティビティ（感応度）とは 
   センシティビティの概念 
   センシティビティと損益 他 

3.3 BPV、GPSの算出 
   金利のリスクファクターの考え方 
   BPVの算出 
   GPSの算出 他 

3.4 オプションGreeks の算出 
   オプションセンシティビティ 
   センシティビティの計算 他 

3.5 リスク指標による損益近似 
   GPSと損益の関係 
   オプションGreeks と損益の関係 他 

（２日目）1月22日（火） 

9：30～16：00 ＜9：00受付開始＞ 

４．VaRの計測 

4.1 VaRとは 

センシティビティによるリスク管理 

VaRの概念、イメージ 

VaRの計測方法 他 

4.2 分散共分散法によるVaRの計測 

   正規分布について 

   リスクファクターが１つの場合 

   リスクファクターが複数の場合 他 

4.3 その他の手法（ヒストリカル法、モン

テカルロ法）によるVaR の計測 

   ヒストリカル法 

   モンテカルロ法 

   長期の保有期間のVaRの計測 他 

５．VaRの検証と補完 

5.1 VaRの検証について 
   VaRの検証の必要性 他 

5.2 バックテスティング 
   バックテスティングの考え方 
   二項検定 
   VaRのバックテスティング 他 

5.3 前提条件の検証 

   正規性の検証 

   独立性の検証 

 5.4 ストレステスト 

    ストレステストの実施方法 他 

６．市場リスクに関連する話題 

6.1  OISカーブ 

6.2 カウンターパーティリスクとCVA 

6.3 FRTB（期待ショートフォール） 

6.4 マイナス金利 

6.5 IRRBB（バンキング勘定における金利リスク） 

6.6 ベンチマーク改革 

※2日間とも昼食はこちらで用意いたします。 



 

ＦＡＸ０３－３２６１－４５７０ CMC 事務局まで 

第 84 回 金融機関 内部管理コース 

「市場リスクの計量化と管理手法」 

ホームページ用受講申込書（2019 年 1月 21日・22日開講） 
貴社名 
                                 
                                                  
所在地 
  〒 
                                                  
ＴＥＬ                ＦＡＸ 
 
Ｅメール 

受付番号 参加者氏名 所属（部・課・グループ） 役職 
    

    

    

☆ お申し込みいただきました方には、受講証・請求書・会場地図を郵送いたします。 

☆ 一週間経過しても届かない場合はご連絡ください。 

受講料 Ａ：CMC会員価格   ６２，６４０円（本体価格５８，０００円） 
Ｂ：後援団体会員価格 ６６，９６０円（本体価格６２，０００円） 

Ｃ：一般価格     ７１，２８０円（本体価格６６，０００円） 

お問い合わせは、                          ＜２日間とも昼食はこちらで用意いたします＞ 

株式会社 CMC 

ＴＥＬ０３－３２６１－４５５０ ＦＡＸ０３－３２６１－４５７０  まで。 

注：振込先銀行 

みずほ銀行 市ヶ谷支店 普通預金 １７９７０４２     （名義） 株式会社 CMC 

振込予定日（できるだけご記入ください）   月    日 

受講についてのお願い 

①受講料は、セミナー開催日までにお振込みください。 

②銀行振込の場合は領収書を発行いたしません。 

③銀行振込に際しては、可能であれば貴社名の前に請求書番号の下３桁（枝番数字）を付記してください。 

振込手数料は貴機関でご負担をお願い申し上げます。 

④開催日一週間以内の受講キャンセルの場合、受講料の払い戻しはいたしません。 

⑤講演中の録音・撮影ならびにパソコン・携帯電話の利用はご遠慮ください。 

⑥ホームページに提携ホテル一覧がございます。特別割引もございますので是非ご利用ください。 

⑦諸般の事情により開催を中止させていただく場合がございます。 

※ＣＭＣのホームページからＷｅｂでの申し込みもできます 

８１ 


